
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年度第1回評議員選定委員会 
 

（令和6年2月16日開催） 

 
議  案  書 

 
 

    議 案 

  

     第 1号議案 評議員選定委員会委員長の件 

     

第 2号議案 新評議員として大川哲也氏の選定の件 
  

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人明日佳 



第１号議案 評議員選定委員会委員長の件 

 本法人「評議員選定委員会設置及び運営規程」第４条１項で委員会に委員

長を置くこと。また、２項では委員長は、委員の互選により選任することと

されていることから、理事長として本法人事務局長を推薦したい。この案を

互選としてお認め頂きたい。 

 

 第 2号議案 新評議員として大川哲也氏の選定の件 

本法人「評議員選定委員会設置及び運営規程」第 7条で「理事会が評議員

候補者を推薦する場合は、推薦内容の説明のため次に掲げる内容を記載した

書類を委員会に提出するものとするとして定められている。 

提出の内容は、「(1) 候補者の経歴」「(2) 候補者を候補者として推薦し

た理由 」「(3) 候補者と財団及び財団役員等（理事、監事及び評議員）との

関係」「(4) 当該候補者の兼職状況」であることから下記に説明する。 

「(1)及び(4)」については、別添の経歴書により示すものである。 

「(2)」については、本法人の令和５年１２月２０日登記の定款変更により

「児童養護施設に処遇されている小学生に学習支援を行う NPO法人等への

助成」を目的とした追記したことから、特に児童養護施設等の福祉にことの

ほか深い見識と知識を有する大川哲也氏は本法人評議員として適任である。 

「(3)」については、本法人定款第１３条に示されている「この法人又は関

連団体(主要な取引先及び重要な利害関係を有する団体を含む。以下同じ。)の

業務を執行する者又は使用人」「過去に前号に規定する者となったことがあ

る者」「第 1号又は第 2号に該当する者の配偶者、3親等内の親族、使用人

(過去に使用人となった者も含む。)」ではない。 

このことから、本法人評議員として候補者の大川哲也氏をお認め頂きた

い。 

 

 



別添 大川哲也氏の経歴書 

 
 



参考資料 

公益財団法人明日佳 評議員選定委員会設置及び運営規程 

（目的）  

第 1条 この規程は、公益財団法人明日佳（以下「当法人」という。）定款第 13条第 4項の規

定に基づく、評議員を選定するための「評議員選定委員会」の設置及びその運営について定

めることを目的とする。  

 

（設置及び委員）  

第 2条 当法人に評議員選定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。  

2 委員会は、評議員１名、監事１名、事務局員１名のほか、第４項の定めに基づいて選任され

た外部委員２名の合計５名で構成する。  

3 前項の評議員、監事からの委員を選任するに当たっては、評議員及び監事による互選と

し、事務局からの委員は当法人の事務局長の職にある者をあてる。  

4 評議員選定委員会の外部委員は、次のいずれにも該当しない者を理事会において選任す

る。  

(1) 当法人又は関連団体（主要な取引先及び重要な利害関係を有する団体を含む。）の業務

を執行する者又は使用人  

(2) 過去に前号に規定する者となったことがある者  

(3) 第 1号又は第2号に該当する者の配偶者、３親等内の親族、使用人（過去に使用人とな

った者も含む）  

 

（委員の任期）  

第 3条 委員の任期は、委員会設置の日から、委員会が選定した評議員の任期が満了する日

までとし、再任を妨げないものとする。  

 

（委員長）  

第 4条 委員会に委員長を置く。  

2 委員長は委員の互選により選任する。  

3 委員会の議長は、委員長とする。  

 

（招集）  

第 5条 委員会は理事長が招集する。  

（委員会の成立）  

第 6 条 委員会は、委員のうち少なくとも外部委員１名を含む過半数の委員が出席すること

により成立する。  

 

（評議員の選定）  

第 7 条 評議員会及び理事会が評議員候補者を推薦する場合は、推薦内容の説明のため次

に掲げる内容を記載した書類を委員会に提出するものとする。  

(1) 候補者の経歴  

(2) 候補者を候補者として推薦した理由  

(3) 候補者と財団及び財団役員等（理事、監事及び評議員）との関係  

(4) 当該候補者の兼職状況  



2 評議員の選定は、原則として候補者 1 名ごとに行い、少なくとも外部委員 1 名を含む出

席委員の過半数の賛成がなければ行うことができない。  

3 出席委員の全員が賛成した場合、候補者全員を対象として選定を行うことができる。選

定は前項と同様の賛成がなければ行うことができない。  

4 委員会の評決には、委員長も参加する。  

 

（議事録）  

第 8 条 評議員選定委員会の議事については、議事録を作成し、出席したすべての評議員選

定委員は、これに記名押印しなければならない。  

 

（報酬及び費用弁償）  

第 9条 委員は無報酬とする。ただし、その職務を執行するために要する費用は弁償する。  

 

（事務局）  

第 10条 委員会の事務は、事務局がこれに当たる。  

 

（改廃）  

第 11条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行うものとする。  

 

附則  

 この規程は、平成 29年 11月 17日から施行する。  

                       （平成 29年 11月 17日理事会議決） 

 

 

 


